
































Participation of the Department of Business Administration 
in Local Contribution Activity, and Derivative Problems
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安藤竜二様講演「ブランディングとは」 1 1 2
参加企業プレゼンテーション 5 2 1 8
インタビュー・写真撮影の練習 1 4 5
企業へのインタビュー 3 13 8 24
iPadやICレコーダによる記録 1 2 3
ポートレート写真の撮影 0
録音から文章作成（文字起こし） 2 4 6
取材文章の校正（企業とのメー ルやりとりを含む） 2 3 3 8






































































































































































































対話・対応力 3.29 3.68 0.39 2.977 0.00***
好感獲得力 3.05 3.41 0.36 2.509 0.00***
吸収力 2.95 3.52 0.57 4.846 0.00***
継続力 3.09 3.55 0.46 3.704 0.00***
付加価値を付ける能力 3.09 3.52 0.43 2.873 0.00***
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(17)河合晋・町田由徳他（2014）「前掲書」pp.13-
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(18)河合晋・町田由徳他（2014）「前掲書」p.12
(19)河合晋・町田由徳他（2014）「前掲書」p.14
(20)大島武・池内健治・椿明美・水原道子・見舘
好隆（2010）「ビジネス実務分野における汎
用能力とその教育方法」『2009年度JAUCB受
託研究報告書』全国大学実務教育協会、
pp.29 ‐ 35、[「身の丈を超える経験」は、
McCall,M.W.(1998)“HighFlyers:Developing
theNextGenerationofLeaders”Harvard
BusinessSchoolPr.：金井壽宏訳（2002）『ハ
現代ビジネス学科における地域貢献事業の取組みと課題
－12－
研究論文
イ・フライヤー次世代リーダーの育成法』プ
レジデント社より引用]
(21)取材企業様の肯定的なご意見は以下の通りで
ある。
・学生の視点を知ることができる貴重な機会にな
りました。自社の存在を多くの方に知っていた
だくことは非常にありがたいこと。
・学生さんの話を聞く姿勢や明るい笑顔での対応
などが良かったと思います。
・学生さんもそうですが、運営側の皆さんがとて
も頑張ってみえたからです。
・自社の創業から今日までを改めて知ることがで
き、また、強みも弱みも再認識できたので。
・色んな角度からの質問やヒヤリングにこちらと
しても気が付くことが多くて良かったです。
・学生さんたちが、一生懸命に取材をしてくれた
り、原稿をまとめていた姿勢が良かったと思い
ます。また、自社の事を再度考えるきっかけに
もなり、初心に帰ることができた。今後に活か
せると思いました。
・今回のプレゼンや取材を通して伝える事の難し
さや、重要性を再認識できたことに満足してお
ります。
(22)取材企業様の否定的なご意見は以下の通りで
ある。
・まだまだ学生との距離感を感じ、上手く伝えき
れない部分があった。また、もっと学生さんか
ら積極的に話を掘り下げてほしかった。
・学生の文章作成能力が低い。
・今回、私自身インタビュー取材というものを初
めて体験し、それが文章化された物を見て、伝
える事の難しさを痛感しました。他の方に聞い
ても、皆さんの添削後の文章が真っ赤になって
しまったとおっしゃっていました。分かりやす
く話したつもりでも、外部の人には分かり辛い
内輪話になっていたのだなぁと反省しておりま
す。
(23)大島武・池内健治・椿明美・坪内明彦・見舘
好隆・和田佳子（2011）「汎用能力育成の指
導法：研究プログラム開発と教材開発を中心
に」『2010年度JAUCB受託研究報告書』全国
大学実務教育協会、p.15
(24)見舘好隆（2012）「課題解決型学習で「企業
が求める力」は育成できるのか一オープンキ
ャンパスプロジェクト参加者と非参加者との
比較―」『ビジネス実務論集』第30号、日本
ビジネス実務学会、pp.21-34
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